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パク・ソビン個展「The Birth of Mir」開催 

日本初個展｜龍をモチーフに描く独自の鉛筆ドローイングの世界 

9 月 12 日（土）より神楽坂・Space√K にて 

 

 

√K Contemporary（ルート K コンテンポラリー｜東京・新宿）は、2026 年 9 月 12 日（土）から 10 月 3 日（土）にか

けて、韓国出身のアーティスト、パク・ソビンによる日本初個展「The Birth of Mir」を地下のオルタナティブスペース

Space√Ｋにて開催いたします。 

パク・ソビンは、韓国の浮石寺に伝わる新羅の僧・義湘と女人・善妙との説話と「龍」の形象に着想を得て、龍の象徴性

と造形性に関する研究を修士論文のテーマとするなど、東洋美術史・東洋美学を背景に一貫した作品世界を築いてきまし

た。鉛筆によるドローイングを基軸に、ダイナミックかつ繊細な神話的世界を描き出す作家として、韓国をはじめ中国、

米国、イタリア、ギリシャなど世界各地で個展を開催し、光州市立美術館、ヴェネツィアの Spazio SV、ニューヨークの

テンリ・カルチュラル・インスティテュートをはじめとする美術館や公共機関での展示を行ってきました。2014 年には

第 20 回光州美術賞を受賞したほか、中国・河北美術学院での国際教授職を歴任するなど、精力的に制作・教育活動を展

開してきました。作品は光州市立美術館や駐光州中国総領事館などにも収蔵されています。 

日本初個展となる本展では、パク・ソビンの大型作品数点に新作を加え、パク・ソビンの画業を包括的に展示いたしま

す。本展のタイトル「The Birth of Mir」の「Mir」とは韓国語の古語「「미르(ミル)」（龍）を意味し、パク・ソビンが

テーマとしてきた主題として描いてきた龍、そして自らの身を投じて龍となり、義湘を守った善妙のストーリーを表して

います。パク・ソビンが鉛筆ドローイングでダイナミックに描き出す神話世界を是非ご覧ください。 

また、初日となる 9 月 12 日、17 時よりオープニングレセプションを開催いたします。パク・ソビンも在廊いたしますの

で、ぜひご来廊ください。 
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Artist｜パク・ソビン / Park Sobin / 박소빈 (1971 -) 

韓国・光州生まれ。国立木浦大学校で美術学士号、朝鮮大学校で美術修士号を取得。1993

年の初個展以来、一貫してドローイング制作に取り組み、国際的なアーティストとしてのキ

ャリアを築いている。光州、ソウル、テッサロニキ、ニューヨークで 15 回の個展と数多く

のグループ展に出展。2009 年には光州市立美術館より青年作家賞を受賞。光州の青年作家

レジデンシープログラム、光州市立美術館フォースギャラリー・レジデンシー(北京)、ブル

ックリンの Bushwick Open Studio、Vermont Art Center など、複数のレジデンシープログ

ラムに参加。Chelsea Art Museum（2009 年 ニューヨーク）での個展は、「Art News」や

「Art in America」等に展評が掲載された。主な個展に、今日美術館（2017 年 北京）、三

和クラシックカー博物館アートスペース（2019 年 成都）、Laboratorium-Venezia（2019

年 ヴェネチア）、Elga Gallery（2020 年 ニューヨーク ）など。 

Public Collections | Shangyi Art Museum, Hangzhou, China / Sanhe Classic Car Museum, 

Chang Du, China / Museum of Contemporary Art Crete, Greece / Gwangju City Museum of Art, Gwangju, South Korea / 

Mokpo National University Museum. Mokpo, South Korea / The Ministry of Foreign Affairs and Trade, South Korea / 

Gwangju City Museum of Art, Gwangju, South Korea 

 

出展作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上）《The New Myth》(2023) 

240×570cm 

Pencil, bronze powder on paper 
 

左下）《The Birth of Mir》(2026) 

240×450cm 

Pencil, bronze powder on paper 

 

右下）《in love》(2023) 

128×93cm 

Silkscreen on paper 
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Exhibition Information 

パク・ソビン「The Birth of Mir」（박소빈「미르의 탄생」） 

会期｜2026 年 9 月 12 日（土）- 10 月 3 日（土）＊日・月休廊 

Opening Reception 9 月 12 日（土）17-19 時 

会場｜Space√K（√K Contemporary B1F） 

住所｜東京都新宿区南町 6 

開廊時間｜13:00–19:00  

本展 web｜ https://root-k.jp/exhibitions/parksobin_the-birth-of-mir/  

後援｜駐日韓国文化院、駐中国韓国文化院 

※最新情報はギャラリーウェブサイトおよび SNS にてご確認ください。 

 

追記：本展は、故ベン・ハウプトマン氏への追悼と感謝を込めて開催するものです。 

 

√K Contemporary について 

2020 年、東京・神楽坂にオープンしたアートギャラリーです。ジャンルや世代、国境に捉われることなく、様々な芸術

作品を提示し、後世に残す活動をしています。古代から現代に至る歴史の中で生み出されてきた美術作品を通して、先人

たちの芸術思考を学び、独自の審美眼でキュレーションを行います。戦前から現代、コンテンポラリーを中心に、選りす

ぐりのアーティストたちの個展や企画展を開催しています。 

また、宇宙空間に造設されたギャラリーをイメージした 300 平米を超える展示スペースは、作品に新しい価値観を生み出

す革新的な場面を作ります。それを鑑賞者と共有し、深く記憶されていくことで、私たちの活動の記録を未来につなぎ、

新たなアートシーンを創出していくことが、√K Contemporary のミッションだと考えています。 

Web｜https://root-k.jp｜FB : @rootkcontemporary｜X / IG : @rk_contemporary 

【本プレスリリースに関するお問合せ先 】----------------------------------------------------------------------------- 

√K Contemporary （運営 SEI-RIN Co.,Ltd. ）担当：渡邊 

東京都新宿区南町 6 

Tel：03-6280-8808 / Email：pr@sei-rin.com / URL https://root-k.jp 

《Dream》(2026) 

54×38.5cm 

Pencil, watercolor, transparent film on paper 

 
 

《The Dreaming》(2025) 

100×80cm 

Silkscreen on paper 

 

https://root-k.jp/?post_type=exhibitions&p=3418&preview=true

